7031 


このたびは、コ□ナ5ミをフアンヒーターをお買 
いあげいただき、まことにありびとラございま 
した。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明畫 
をよくお読みください。 

なお、お読み(こなった後ちお使いになるちびい 
つでち見られる巧(こ「保証靈 J となに大切に保 
醫しでください。 
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変質した據 S 鐘しな鷄 

«獨厳禁 


四 特に';主意しでいたださたいこと、 

まをのために必ずお守りください…1〜4 
图効果的に使巧するために- -————4 
回各部の名称- - --- 5〜8 

•が観図•構造図 ----- - ---- . . - - --- . 5 

•操作部•表示部-- .--—— :-ち 

• 操作部‘表示部のなまえとはたらを -- - -- — 7〜贷 

囚傻巧前の準備. .9-11 

• 使用前の準備 .. . --- - 9 

• 使巧燃料 .------------- . …-9 

• 給ミお… . . - --…-10 

• 点乂前の準備とお認 ... 11 

•高地巧正 -- … 11 


固使巧方法 -- 

• 点义--- 

•消义 . ----- 

• 室温の調節 --- --- 

•か部屋モードー" 

• 資秘点火- 

• チでイんド□ック—- -- 
«鬻を轉刻の禽わせかた: 

• タイマー邏飯- 

* ウんトラサイン®消；0 


國日常の点換•爭入れ ------------- - ------ 

画 定期点検- ---- 

陽故障’翼鬻の覺おけ緣^:麵歷緣法 
回部品交換のしかた -- - 

SB 保籠 (《 顯 pjttffl しない ns ) - - - 

国仕様 ---------------- - 
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I こま意してりただきたりこと准のため M ず祝りくださり 


この取扱説お書および製品への表示では、製品をををに正しくお使いいたださ、あなたや他の人々 への 危 S やお産へ 
の撥塞を未然に防止ずるために、いろいろな絵表示をしでがまず。その表示と意昧はなのよラ(こなっています。内容 
をよく理解しでから本文をお読みください。 


この表示を無視しで、誤った巧り扱いをすると、.:人が巧にまたは重傷を負ラを険び差し迫って 生じることが想定される的容を 
示しでいまず。 


この表示を巧視しで、誤った取りあいをずる左.、胃胃火力巧 E だまたは重傷を負ラ巧能性が想定される巧容を巧しでいます, 


^么設号はま愚を巧ず的容があをことを塞げるをので’ 

國の巧に具な的なを麗的容（ち圏の爆含は-7鍛的な 

霉 f 離溜絡!'轟舊瞬^^ち S 巧描^品 

''9 韶号は巧為を瓷翻したり指东ずる肉客を告げるをのです。み…かが艰 ，- .， —‘‘ ' 
fc ；： 因め中に舅か的な指示内容(を圏诏糧嵩ほ電源プラグをコンだクトから巧いで< ださい）が摇かれでいます i 




フ ー f レ—ち厳42= ドグマ'! 

スプレー宙を温風びあたるところに放置しないでください。 ぅ 

参熱でスプレー生の圧力び上がり、爆発し危険です。 

'胃に、？がンぺが化ット涩れた力ねツトねなだ繪際ですので、;'湿風のあたるとこるには賴かないで<だない。|| 


換気必要 

換気せずに使巧しつブけないでください。 

雜酸素が'不足すると、不完を燃焼し一酸化炭素などが'発生しで中養になるおそれ力 s ' あり 
ます。 

使用中は必ず1時間に1〜2回 （1 〜2分)換気しで、新鮮な空気を巧給しでください。 
換気び十分におこなえない場所(窓び凍結しでいる部屋、地下室など)では、使巧しない 
でください。 


温 S 欧出口をふさびない ^ 

をが.紙などで温風吹出□や空気取入□をみさがないでください。3 h 
•衣類•紙などでふさぐと、異常燃焼や义巧の原因になります。 

スト--ブガードなどの画いに干し物を掛けたり、巧類’紙などで温風吹出□や空気取入□を 
ふさいだ陽合や、力…テンなどで舊面の温風空気取入□か'ふさか'れると、本化び過熱しで、 
探-か部學がをあしたり、やけどや故障' 破損するなど大変趋険です。 


m ■燃性滅ス變耀厳譲 

フ'ンヒ■-夕--を使巧しでいる部塵で、巧燃巧ガスが発生ずるちの(ベンジン、シンナー、 

ガ y リン h ス—つし一などを 使用しないでください。 

•义巧やか曠の原困になります。 












A 注意 

。 糧燃物遞接鑛 it 

力—テンや燃えやすいちののそば、 ほこりのぎい場所では使语しないでください。 

•义おび発をするおそれび あります。 G 

4# 

0 

給涵時消火 

給油は必す消义しでから おこない、こぼれたなミをは、よくぶきとつでください。 

雜义災のおそれびあります。 

鲍 

〇 

懸室肉給麵禁 it 

給ミを は必識义 の気のないところでおこなつでください。 

•火災のおそれびありまず。 


0 

油測 ri 確認 

給;'あ□は確実にしめ、給ミ由□を下にしで、油漏れびないことを確かめでください。 

雜給ミ由□は確実にしまつでいないと簡単に開いで、义おのおそれびあります。 

1 

媒 

異常時使用禁止 

(こおい ■ すすの発を、おのをなど異常を感じたときは使用しないでください。 

馨 異常燃焼のおそれびあります。 が < 

• 驟龜轉曲爾鄕紙巧ツ耀紘。しでください。 ヴ嫌齡 f .. 回巧 

，、觀 

0 

溫風に直接あた 5 ない 

適風に直接擾時間あたらないでください。 f 

雜 f ま温やけどや脱が症がになるおそれがあります。 

♦あ绿磯、お渾戳り、病競の方煤どびお®^りこなる場身ま、南画の人び十分注憲しでくだなお，’. 

♦1 縛類などを範觸した爆合、素材たよつ'#:运あせすることがありまず。滅おあ幾:苗寞觀诚1:;;胃ろ 

藤り 

......... .... ； ..... : . 

分解修理•改造の禁止 

故障、破擴したら、使用しないでください。 

不完をな修理や改造は危険です。 

お賢い巧めの販売店に修理を依頼しでください。 

靈源プラグ》讓 実に差しこむ 

電源プラヴはコン t ントに根元まで確実に善しこんでくださし、。 

傷んだプラク''やゆるんだコン t ントは使用しないでください。 

•义おの原因になります。 


# 

!i 乙 ^ ©除繫 

エアー： 7 ィ ルタは、週]回な上必す掃陈しでください。 

馨ごみ.ほこりなどでフィ ルタがつまると、異常燃辕のおそれびあります。 

端 

贷 

赢温部接馳讓 It 



燃焼中や消义直をは、温 風吹出□巧おび高温になりますので、寺などふれないでくださし、 

•やけどのおそれびあります。 

，♦小さいお寺様のいるご家庭では、特にを讀しでください。 ； 

験 

哪 

f 

鐵管1眷1こ br い fc 緩參乙 t 

擾期閣機獨しないと费、又は保營 ずるときは必す灯ミ由を抜いでください。 

傾けたり、橫倒しの状戀では保管し ないでください。 

•乂おのお管れびあり豪す。 


参 

J 

















A 注意 


綴麵闘使用 btt い^藻 tt 電源プラグを おく 

廣期簡使用しないと费は、電源 プラヴを巧いでください。 
馨义巧やず想しない事巧の 原因になります。 



電源：]變爆緣線い 

電源コード(こ無理な力を加えたり、物をのせた0しないでぐださい。 

また、電源コ -- ドを巧くとぎは、コ^ドを持っで弓|ぎあ力、ないでください。 
•义災や感電の原因になります。 



:烫®場爾饒用 b ない 

•水平で ない場所、不安定な場所 
•風の あたる場所、部屋の化乂〇 
• 不を定な物をのせた棚などの下 
@温塞、飼育窒など人のいない場所 
•ほこりや湿気のるい場所 


め標高が1 500 m を超えるような富地 
® 直射曰光のあたる場所、温度の富い場所 
めマントルピ…スなどフアンヒータ■-び囲われる場所 
* 巧燃性ガスの発をする場所又はたまる揚所 
»理 ■ 美容室、クリーニンク'店などスプレ…や化尊薬品を使う場所 


Q 


•义巧やずおしない事巧の原因になります。 


圧讚燃焼の確認 

正鶏に燃焼しでいることを確かめでください。 （ 12ぺージ参照） 


♦燃媛し^、愛な兹巧の！!度か绿くなる場所(標离 500 m 〜1 500 m ) 
欄*い‘|]の、巧 0 U ででの阿⑩補正は、お g い巧めの販売店に 


马ジ I 

一雕くて 


猫補正び出 -J 
さい。 （11' •、ーシを照） 



電源プラグのお手入れ 

と教どま抹電源3?^ラグを巧寒、ほこり及びを属物を除去しでください。 
•ほこりが'たまると湿気などで絶縁不良になり、义おの原因になります。 


可燃物との距離を離す 

燃策やずいちのや障害物とは、必す國に示す距離をとって設置しでください。 
特に力ーテンなどびフアンヒーターにふれないようにしでくださし、。 

•火巧の発生するおそれびあります。 

♦鹽などに溫ヴけす澤まずと、本が拘部び週熱しでまま裝麗が作動するごとがあります f 



100 cm な上 


シリコ■-ン I 日合製品に注意 

フアンヒーターをご使用のお部屋では、巧毛コー 
コーン配合の商品を使用しないでください。 
•燃焼部にシリコ…ン酸化物が巧着し、点火=ス 


卜液-化粧品-つや出し剤などシリ 


0 


途中消义の原因となります。 

シリコーン配さの商品じけ ‘ ’ 

♦へアクア if 0?：?- リ-トメン K ム-ス、枝毛用〕-卜液 ） - ‘ • 

♦家興 や 巧の つや出し留 !' •化等ぞラまん' •巧ラスク y — ナー •»»» ♦巧類の業較剤 
などびあ 0ます。 ■ 



I 

シ U 3-> 配白製品 


巽输靈 b こ據鎮 It 

温風吹出□やフアンヒー■夕一 の肉部には、紙.巧‘プラスチックなどの異物を 入れな 

いでください。 

參 発煙’発义のおそれびあります。 

温風空気取入□の中に、摇や棒な どを差しこまないでぐださい。 

•けがをするお管れびあります。 



0 


! 














出/ェ，百、 


変質灯讓禁企 

変震灯ミ菌、汚れたなミを、かの混じっている灯;'あなどを使巧しないでください。 
•異常燃焼や故障のおそれびあります。 


0 


a 常©懸賽入 w 春®ミま憲 

曰常の点検' 字入れは必すおこなつでください。 

点模-爭入れは消义後ファンヒ■■"夕…び十分をえでから、必す電源プラヴをコン它ン 
卜から抜いでおこなつでください。 （17 〜18ぺージ参照） 

•やけど感電のおそれびあります。 


0諭®保營 

な';曲ま、义気、雨水、ごみ、富温および直射曰光をさけた揚巧に保管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください 

藝誤っで使用すると異常燃焼や义おのおそれびありまず。… 


移動 I ぷ恩 

持ち運ぶときは、消乂しで給油タンクを巧き、傾けないよラに静かに運んでください。 
雜特に階段などでは、'庙漏れのおそれびあります。 




廃棄ずるとホのを意 

ファンヒーターを廃棄処分するときは、必す給ミ由タンク-固定タンク的の巧ミ宙を巧费取つでくだ苗い。 
(18ぺ™ジ參照） 

1 ♦巧ミをび入ったまま廃棄ずるとリサイクルの勝に思わめ事故になるおそれびあります。 


前パネルのスリット部か5封■金や細い金属棒などをいれない 

感靈や故曠の原因になりまず。 


V 





mm 




1^03 


ずるために 


窓® T や麗麗 に證證 X 

•外気に接する窓の下や壁面に靈くと、巧気びフでン t - •夕一 で暖められ、 |in 

温風としで巧流しまずので効乗のです。 1[^ 

一 

di 

雜温 so 欠出□の前画に曠塞物を置かないでください。 \)iy 

•障蓄 物があると、 部屋の温度 じむらびできるばかりでなく、疋ホの;這廣が上葬 ム 

學.しで撼綾綺。苗^^今 1— 藝;. 

雜温®吹出□側の空國を広くとれる場所を選んでください。：.... 

、 

駭 --- 

ぶ義麵淀難!痛％が J 


gm ♦みに活い力ーペットや床の上で房時間使巧すると、を毎したり.そり返ることびあります,. 

热に強いマットなどを敷いてくたさい。 

•移動するとぎは引をすらないでください床面、置、カーペットに傷をつけたり-本が底面のザ/* 
れでさびの原因になるおそれがあります 













」各部の名称 

縛麵圆^繼聖圓 


「厂 1'.''|.' Ill III I 


を）イラス 

I I 詳しい説明のあるく-■ジです, 





j し™■為 -fill ■……ごじ寸つ、ぶ卡'!■— 



巧#禱〜 

國嚇 

度麵 13が裹霉 

'ド て ‘ •，… - - ( 仁':''': v .,'. で可"で=巧"一み 

難 

三^ 5£ Si^r 

りり川！ T；lll 


■ ••"そ 


•温風空気取入 □ 


17-19 



•燃焼空気®;\口 

(エア…フィル$0 

回 













操作部*表/雨部 


を）イラストは説日月のためを部点巧.を示した化劇こしでありホ'ん 



表示切幾 


キ~を巧すと表示 
び助りかわります 


デジタル豪巧部 




♦運転中（タイマー運較中） 

左側：設定温度表示 ( 12 で〜 30 で) 
ち側：室の温度表示 （ 0 で〜 3 己で) 


•停止中（タイマー它ットか) 
"時計ちせ"消な 
左図は午を 10 時 35 分の例 


現を時刻表示 


設定温度 


時計させ表示 


設定温度室の温度 


タイマ—させ 
術刻)表示 


午前 




設定温度 


再耀霞表示 


点滅；消し忘れ消义装置による自動消义 15 お前〜 
タイマー運輯による 1 時間自動消义 15 分前 
点な：消し忘れ消乂装 B によるき動消义 
タイマー運輯による 1 時間白動消义 


設定温度室の温度 


有動消义*巧 


設定温度 


fg 表示：巧震有動消災装麗の巧動 

※再度、点义操作をしでください。 

その他の E 表示についでは、 19 ぺージを参照しでくださし、 


























ル部麗モードの選が-解除をするとぎに押し 


巧切れにより、自動消义する20~40分位前と 

白動消义したと萬に点滅します。 

巧な]れによる自動消义時は運輯ランプび舉い 
点滅となりまず。 


運転が1時間燃焼するごとに1分闇点滅しで、 
換気時期をおがらせします。 

換気表示にたよらす1歸闘に 1~21 
必ず擬気しでください。 


巧巧 g 巧あを法旨 iH 瓷寞 SSSgSI ま SISS き 


尚み弓ぶが IT 


タイマー邏較のたツトをするときに巧しまず。 
また、タイマー運 I 云中、タイマー運転を解除 
するときに押します。（操巧言：ピツ） 
タイマー它ツト状態とタイマー遷輯時にラン 
ブび点なします。 


標高が' 500 m な上の場所で使用する攪含じじツ 
卜します。 

富地〕ースじじツトされでいるときじ®び 
表示されまず。 


チでイルド□ツクのたツト.解除をするとき 
(こ3◎巧します。（操た富：ピツ） 

チでイルド□ツクがたツト状態のときに W ■懲 

び表示されます。 















MiMMUi 


•が夕>，事-"鎌作線、 1 固(ピッ)安20(ピピッ)の操作葛で操作巧容をお知6せし驚夢 

な 


運驗ボタン（運おランプ ) 

点义 • 消义するとぎ(こ巧します。 
操巧舊点义時：ピツ 
消义時：ピピッ 


綠じ 


二心ランす点:滅：予熱中 
運磁） 爲 灯：燃焼中 

、入/切)ノ 草い点滅：なんらかの原因で自動消义 


延獅間 & レがキ - 励 ; 

運輯を延長するとき、運転残り時間を 
它レクトするとぎ(こ押します。 

(操作音：ピッ） 


1回巧し 
2回巧し 
3回巧し 


3時間 
2時間 
1時間 
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ぉ！お拟地巧 H がおか巧あ巧巧 6 巧ソ ^ 田拓 W 巧》 » 11 ! 历 6 «> 
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t 邮苗怖脚巧邮脚.留巧脚’がおが挪巧 ’ M 班お gj 


げ'-‘.ム"*>； 1 « 8 ("-ぶ'««( 9 ?»««>,占*.；；'一 一—た".'<が〜. ... 

ウみトラサイン 




:馨麵画拜 

热 .,.,.: is 己^;.:::.; I ;申!苦;.;;; 


12^3. 


運乾げ態 

点'な状態 

アフーム音 

通萬運転時 

点 の 


タイマー運輯時 

点 な 


白動消义 15 分前 

遅い点滅 

卜 。™ . ド—. ド—） 

\ 1 . . 、 III ,, ノ 

白動消义 10 分前 

遲い点滅 

(ピ™■•ピー•ピ~) 

白動消义 3 分前 

早い点滅 

..だ.™.ド担..;..ドが 

宜動消义 

消 な 

i 1^。__ _ 卜。ピ) — 、 



ウ Jk 卜^ザインル部屋キーを巧じたとま3:.画 

， で* 。•，わか， ' .けみ ....... 


運転状態 

点巧げ態 

，■…巧ぞ ■'ザ ぞ ■ 

通溝運輯時 

点 

口 


夕ずター運短時 

点 

の 


自動消义15分前 

遅い点滅 

f i ■—■ _ _ 卜-__ ’ 卜_ \ 

\ し",— し 1 "， ^ UJIIP / 

自動;'肖义1 Q 分前 

遅い点滅 

( 卜 --—— ,レ- — _ ,卜 ■*' __ \ 

自動消义3分前 

早い点滅 

/ i **-"* . . i -■"* ，… ‘‘ ." .. . . J 

自動;'肖义 

消 

口’ 

( 1^。 __™ . 户。 . 1^。 ™~-, ^ 


ウルトラサインホ 


運お状態 

点なげ態 


ミあのれで自動消义 
する20〜40巧位前 

遅い点滅 

(ピピピツ•一） 

巧切れで白動消义 

軍い点滅 

^ ぃい ‘ • ) 
































な油の保管の巧)、/ 


賢む油の見分けかた 


S 装纏續■變一靈お f * 

雜包装箱か6フアンヒー■夕■■■■"を取り出し、 ノ'{ツキンがを取り除いで く ださい。 

•苗装箱、バツキシ材はフアンヒーターの保菅に腺堅です。また、取扱説明藝も忘. 

.打すに保境, b でぐださし、。，， 常' H -- ''霞？’' 


雜巧のこと tt 、 工場の燃焼テストによるを ので、異常ではありません。 
• 固定タンクにル鐘のな油が'歹まっている。 

• オイルつィルタびめれでいる。 

•溫圃吹お□から見える燃焼簡（おを囲んでいる筒）び変色しでいる。 


9385? 加3 が〜 h &を、 1 H * 独曲 rt 阻甜 B 


靈精 tt ® 識 W 諭 ( J 旧1場な油)を使用しでください。 

• ガソリンなどの揮発性の富いミをは絶巧に使巧しないでください。义おの原因になります。 

• A 注憲 !変質な'; 由、不純ロミを、汚れた'油、水の混じっているロミ由などは絶巧に使用しないでください。 

雜添抓剤や助燃剤などは使用しないでください。 

•巧油は必す义気’雨水 • ごみ-富温および直射曰光をさけた場所に保管しでください。 


良い保管 


悪い保管 




コツプにかを入れ、その上になミ由を入れで、 
をに白い紙をあでます。 

良質な油 i 変震な油 


巧シーズンよ 

り持ち越しの 
なミを 


水-ごみやな 
ミ由ながの巧び 
ほんのねすか 
でち混入した 

ロミを 乂 —s 


水と同じ f 
無色透お\ 


かしでを©び 
ついでい酱な漉 


雜極度に変覽したちのは、黄色0未がかったり、すっぱい臭いびし 
まず。 

•巧;'由はシーズン中に使いぎりましよラ。 


讀変質'な油や不純巧;'あを使巧すると… 

* U 化なじ V ■^ムびとまり、白煙び出で点义しにくく 
.'ぶったり、绅い臭いがしで、消义レに< くなりまず.。 
«みな紙识やもが肖乂/ぷどな廣の原因になります。 


■変質な油や不純な猫をもム 

•給油 ■ 固定タンク巧の口油を技 A 、 
っでから使巧しでください。（悪;/‘':由；! 
•悪いミ由を巧ぎとってち効果のな I 、と 
及は、お巧くのコ□ナお客嗦ご K 載 


巧ほで皮巧を巧巧されたとをは、巧巧期簡中でをなほの巧象かとな 0 ま 
0 の»をは、打巧をお H い巧めの坂巧巧にご巧巧ください， 













•站 f , 化;加 1 岡 导■•嘶か 


適麗位霞- 


徽兢 喔せな : 
‘お戸で^ミ2严^夕賓隻ち 

みいぶつま戀しでくたぞい a ; 



運髓ランプ 
給麵クンク t 

额ンク叢つ教^ 



讓 Uh 注憲 j 給 a は必部消火し T か b 火®気のないところでおこなってくだ益い。 


1. 繪遞藥獲讚^ ffib 、 給漉□纔 p » i く 

雜才ープンつまみを盛《到かで、総あ□を 
開いでください。 



• 燃焼かは絶巧に給油タンクを取り出さない 

'|■■■■:■| 向 'グ 广ょ ぃぃ { ■ 、 ■ . リ ，:| . ザ ’.I, ■■'■■'■ ■ ■ • • V, 

• 給ミ由タンクは、' I 這に？けた〇蹇としたりしな 
.' いよラ、.でいねいにおりあつでください。 


2 .給諭 fS 



雜巿版の給ミをポンプなどを使巧しで、ミ由震 
計を見なびら給'庙しでください。 

爆ミ由量計の半分くらいまで色び変わったら、 
給'庙をやめでください。 

• の■おび巧麗許のところまで入つ—で <'ると^ 
黑您に変ねっできまず。 ■ 

• 総油□に力を如えで蜜おち — tsmml a い離 

ぜますと、巧漏れの原面に 


ウルトラ 

サイン 



3.給;'盛□をしめる 


么を意！給油□は、確実に「パチン J と音びするまで図 


のの置を強く巧しでください。 

給';由□を下にしで、油漏れびないことを確かめでから、フ 
ァンヒ^夕一に正しく静かに入れで<ださい。固定タンク 
や給';由タンクに強い衝擊をあたえると、ミ曲漏れや故障の原 
因になります。 

雜給ミ由□の弁部などに、ごみなどびはさまっている場さは取 
り除いでください。 


強く辟す 1 

□ックの確認 



給ミあ□をしめたあと、 

巧端を指で持ち上 

け、開かないことを確かめでください。 



• 前報れた巧沾はよくふき取ってくだをし、。 
•総浊; S ? ンクび正しく t ツトされでいないと、 


ス巧乂やぶホ消がな滴固になりまず 


•[ A ま屬 i 給ミ由は政す消义しでからおこない、ファシヒーターの巧くでは絶巧に給'ぶしないでください. 

•巧えたところで給ミ苗し r 緒な麗ヴかない I ' ( 半巧な下)穩きぼ、纔薄口を關いたまま、んばらぐ奮湿になじませでからじットしで 

くだぞい 。I ’I ' 、ん r , ' ' — , 




雜固定タンク巧のなミ由が'みなくなると 

•繪麵裹承 ... 点滅 

•ウル h ラ妙イン（顯）……麗い扁滅 

參7?つ_ム蟲 ドドド、'; 

^ ふ ' "A を… r ぷ 、 i ann * 、"• パ 

でお知らせしまずので學めに給ミ苗して 
くだ茫い。 


給巧ず告. 


((1^10)1 


/ rj-j 


围をタンク 


〇 


あ))） 


給猫表巧 
く点滅〉 


ウルトラ 
サイン(燕） 
く灑い点滅> 

つ一么 

くビピピ、ジ >. 


を給油しないで使用し続けると、ミ宙のれ 
となり、自動消义します。 

«運輯ランプ . 單い点滅 

• 給ミ由表示 . …爲滅 

•ウルトラサイン（赤）……單い点滅 
•アラーム音ピピピッ 

でお知らせします。 




獲綾5ンプ 

mo 

く旱い点滅〉 

•归油がなくむ'.‘ごぶ 

繪灌表萊 

'■ 义した谓をは.をが 

(為滅〉 

お;'苗しでから*’.。申 

ウルトラ 

ホをお：:' y . ''ご'.、/.: 

サイン(酿) 

さい- 

<早い点滅)- 

植;をち.；バ..ぃ.^-巧巧 

アラ…ム 
〈ピビビッ> 

更五 I — を•て-：:;/！ 


給油の手順とま意 


油羅計 






























，續庚 it ® 擊備 t 確認 



000 m の場所でま义燃おずる场 
認のよラに窩地補正をしでください。 


く樣麗が 500 m 〜1 000 m の主な都巧> 

栃木県---曰光巿 

山梨県- ---- 靈王ち田巿、き幡巿 

擾野県 ' -- 松本巿、岡谷巿、飯田巿、諷訪巿、ル諸市、巧那市が:をな巿、大町巿、寨野巿、拖尻巿、駒ク根巿 
岐摩県--…离山巿 など 


標醫び 500 m を超える場所では、酸素不足により黄义燃焼(ホ义）になる場さびありますので島地補正 
をしでください。 


家寧尊遞蔭 C 證麗 

水平ご安定‘のぶい床の±_に設靈しでください。 

、巧讓自動消火装麗は奋助 K じむットされまず。'. 

蔚しい場所で使用すると、縱焼不段の原因になります。及、 
くホ動しません。’ , 


達漏 n ® 磯 a 

薩台'給ミ由タンクに、ミ由漏れ‘ミをたまりや';をのにじみがなけ力、確認してくださ 



•表示の機キーの上にある屬地の營スイツチをつ 
まよラじなどの細い棒状のをので押します。 

聚巧部に S と表示されると設定完3です。 


雜元に廣ず場さ（离地補正の解除または 500 m が 
不での使巧）はちラ■-廢、闇地切替ス * f をチを 
押しで < だ思し、。 

表示'部めを示び消え、 屬地補正び解除さ 
れまず。 


离抑〇替マイツ子 


富地®餐表示 麗姻 fflg ス<ツ子 















〈予熱中:点滅〉 


<®) 

〇 

(羡'示切換) 


〈点な〉 


•運転ランフカ s ' 点滅します。 

•ウルトラサインび点灯します。 

雜デジタル表示部に[■設定温度」と[室内温度」び表示されます。 

雜予熱び完3すると白動点义し、運提ランプび点灯に愛わり運転を開始します。 
•運転かは、マイナスイオン発生装置がた動します。 



fl 寺、巧舉富な圆瞬に藤火#證幾しま^*、禁常ではありません.ミ 

■ から披電（髓义）萊恣蟹湿に謂をか裝化しまずび、約! 

(5 でなで）は、ホ熱脾欄が觸繼凝9納1か程磨長くなり蒂 
時や消乂聘には、白耀か敵佩でま端莫萬ではありません 。I 
，、ををのお乂時には、燃胃ぷ巧の水^び白く見えるため、 
中はマイナスイオン雜维錢續の敵爾讀3ジィーといラ音)がし1 



獲视めでのご使用*シーブン初めの祝 


炎のが態の確認 


雜着义しまムたら、燃焼確認窓から燃焼が態をお認しでください。 

•巧衙膊に燃扔 /A ホを巧 おし. であ0ま 穿。方一、燃焼が態が不適正の場含は、象めの販 

?風こご相歡げきが .......ぶ諭濯 讓纖掛 


正常燃焼 


幫いおの中じかし黃色いおび'混じ 
つでいる。 

/パーナびホ熱することびあります、 
\び巽常ではありません。 j 


X U フト燃焼 


X 靈义燃鏡 


炎び飛んだり漫いたりし、富や契襄芭いおび運続しでを商に出で し 


いが出で、:な消をずることびある。 


f% 




























消变 




•消义し、運転ランプ及びウルトラサインが'消のし 



I 消火操が後、約 3 域獲 : に燃焼を停止します。 、'、、 

>消义渗、本律的》が送却するまで送風フアンび回りまず。送廢が止まるまで靈篇巧巧が 


を巧かないでください。 

々消火操1 乍をは、乂び消えでいることを 
• 肖火時、擊磁ボンフ’の制御音（ヒコー 



toBsam •鬻急時ががに、フアンヒーターに強い衝擊を宮 
* 巧いでの消义はしないで<ださい。’が、 

• お义直後に再点义ずると、薦义富が蜜か大きく 
•むやみにな义、消义をくりかえすと、臭いの原 


美えたり、霸源プ可グを 

なりよ^ 

因に/よりま9 



表示の点灯でお知ら輕し蒸谬, 


〈点滅> 


〈点な〉 


((<•>)) だ-’ビ—ビ -) 



站夕膊脚; 


蠻 s®ii 麵 •- 

I * ーホ ■( 巧みが成が:-’’：：，' i : 協巧嫩衡廣 黄置殖 ^^^^ ^— TTT ：^ 肝 T ' rrr . w 萬みがみ,ぷグ>化, <• ザ »■ が -v ■? ザ的樹*ザ 'を ホ 

SS ^— 幾温度キーを押しで希望の温度に合わせでください。 



巧すごとに1ですつ変わり、巧し続けると連続しで変わりまず。 

@デジタル表示部の設定温度を見ながらじット してください。 

(1 2で〜30でまでたットできまず。） 

み一度たツトすると、輩源プラグを巧いたり、慢靈などびないかぎり、設 
定温度は記穩ぎれます。 



•10期設を温廈は22しし—ず 
•ルームサーモたン */+- に< 

. 平亦... 

•ル…ムサーモたンサーは- 
部歷のミ温度計とは数値が- 
♦フアンヒーターに窗射芭ミ 



























雜点义操た後、ル部屋キーを押しでください。 

ル部屋ランプび点巧し、ウルトラサインび青をじ変わります。 
•ル部屋モードを解除したいときは、ル部屋キーを巧しでください 
が消なします。 


木造 4.5 蟹-コンクリ…卜7醫 
木造6靈’コンクリート 9 fi 
木造8醫 • コンクリート 11 S 


麵ル部壓モードと tt . 

最大义力を40%おさえで運拓します。 

最大义力を下げで使巧したい場合（かさなお部屋、..きホ'.•槐拉など）は、か部屋モードをず 
ル部屋モードでは、室温び設定温度より約3で上昇すると自動的に消义（たーブ消‘义）し、 
义しで、室温を調節します。 

t - ブ消义かは、か部屋ランプとウルトラサイン（青）のみ点なしでいます。 


睡它ブ消义時のランプのつきかた 


点义時間を短縮させる機能です。 

あらかじめ5砂点义をたットしでおくと、運輯ボタンを}申しですぐに点义できます。 

5をぶ点义卒 一 ■を禪ず ® 5秒点义ランプび点巧します。 

雜5秒点义ランプを点 I なしでおきますと、点义操作後、約因秒で麻义しまず。 

.ぶぉ哉_ホ5砂点乂を解除するときは、.をう一度5砂点がキーを巧しでぶ;ぶ砂点火:ランブ滿 

ミ肖口しでください。 

8-30 I •あをかおめ^^^分 3 〇菌上ななにぉかないと r 已微点义しません。を 

がツづ Y J V -咬■:..占..に.也{知枯去も/トトが巧おおみが线#站'あ fa ： か h ィーなわなな•寺:±1。卜 '"へ。" ..... ，一 . 


5秘点义ランプが点なしでいるときは、 
風を巧巧入□び熱くなりまず。 


聲ル!'^'□ッタ 

，r _ "が ,,"^>^^*^*«5醉留ぉ樹《^賊苗^^^@?8»*!?«4«?8-铅がが該だな巧嫁が爾留(^^!*1@^5^^雛な猫燃酷8^8»^«51；8»8{08!15*©»が赋齡擲，括冉邸巧麵哪觸:觸骑^,1..... 

お贵犧のいた學6操作を隨止します。 

おさ様なと(こよるいたすら操作の防止や、誤つで運綺ボタンを巧しでち点义しないよラにしたいときに使巧しまず。 

子參率一齋 •チでイルド□ックホーを3巧な内に3回がしでください。選お中または停止中で 
30擇藻 右チャイルド□ックできます。 

錐表示部(こ [^] と表示されるとたット完: J でず。 

チでィルド〇ック《'で •チャイルドロックめ解除は、再度チャイルドロックキーを 3 砂な内に 3 國禪しで 

で一—-'': ください。 ，を 


運転中にチヤイ ル 巧ロックをたット ずると,、 じット中は運転停止（消 义） 操が なかは'/.. 
還け巧けません。みを'’ 、 .，, 

厚 止中にチャイルド□ックを它ットすると、たッ ト かはすべでぶ‘岳げ,•自登け巧けません .& 

:但し已秒点义の辭除とチャイルド□ックの解除操巧は留け巧けまず 。‘ 

3時間自動消火時なびタイマ…運おによる宜動消火時にチトイ ルド a シクを解除で 
陽を、運撮ボタンを1◎押しで rOFFj 表示を解席しでからおこなつでくた夕 ‘ 
roFFj 表示を辭陈しないと、チャイルド□ックの解除はできません。 ’‘; 


りタイ 7. 
























11謹1|麵©^|3禮績宇こ 



•表示の換キーを 巧しで、デジタル表示部を時計含せ表 

示にしでください。 


♦ま巧切換キーを押しで、デジタル表示部をタイマ 
せ表示にしでください。 

•現在時刻のさわせかたと同様にしで希望のタイマ 
刻に合わせでください。 

•タイマー時刻は、1度它ットずれば記憶されまず。. 
•ホたットの場台、’巧期表示は午前6:00となります。 

• 5秒間操作びないとき、デジタル表示は自動的に元の1 
にちどりまず。 . ，，， 




感運転中、または運転ボタンを 抑した後、タイマ-■運転 
キーを巧しでください。 

爆タイマ…ランプび点灯し、 デジタル表示部は時刻表示 
に胡りかわります。 

鑛 タイマー運転を解除したいと寒は、 運輸ボタンを押し 
でください。タイマ--ランプび消な します。 

參含わせた時刻になると、 自動的に運輕を開始します。 


d 


8:30 























[ All '長時間透続しでち巧ずるときは、おがおの巧巧に十分巧をつけでください 


運転ランプ 

〈点な〉 


タイマー運乾について 


•タイマー運起は、特に周囲に巧燃物か‘ないことを確班しでください。 

•タイマーたツト時刻をお諷するときは、表巧の巧キーをがしで、デジタル巧巧病をタイマー防刻表示にし 

ァさし、 

•モ它ツトの巧さや畢源ブラヴをコンたントから巧いたとき、傳ちを南猩巧したとをに、タイマー逆虹はし 
ません。 .對 、’ 

南度、現を時菊をわせ.タイマー時刻きわ ik をおこなってださい。 

■'' ' ■’■な；,-'‘ T ' I v 


*懸ランプ 
〈消灯 ■> 

ウル ト弓なイン 
〈消な〉 


►タィ。タイ-ランプ 
〈点な〉 


曾勁消父 

■ 麗 e ランブ 

(消'な〉 




度 

>自動滑‘乂の15分前より 「 OFFj 表巧とウルトラサインの点滅をびアラームで消义予告 
されます。 （8 ぺージ参照） ， C “ ‘ :，み.‘ ’ピぷ 


C —■* ウルト号がイン 
〈消な〉 


タイ ■7- うンプ 
〈点灯〉 


rsTfi デジタル《示 
-〈点な〉 

(({•))) アラー厶 

(ヒ…‘ビ - … • ビ…^ 


藏烫擾 1 纖選熏 b 篆嘗 


纏綠^邏 libfcU と靈は . 

1.タイマー運転キーを巧し、タイマー運輯を解除します。 


2.延長時間它レクトキーを押します。 （13 ぺージ参照) 


ウ Jb ンの消 C _ 

ウルトラ サインを消なさせたいときに使用します。 

麵攫 It PJ たレクトキ■•■とか鄭麗キーを圆時に巧ず 



雜停止中に延長畴闊じレクトキー とル 部塵 キーを固時に5秒間巧しでください。 

雜2回（ピピッ）の操作費とウルトラサイン（緑）び2回点滅し r 、 ウルトラサインの消なモードび t ットされよ-す， 

雜ウルトラサインの消なモ…ドを解除し、 点なモ…ドじするときは、停止中にちラー 度延長畴闆じしクト字---とか部 fji 
キーを同時(こ5砂麵禪しで < ださい。 

•1 回 (ピッ) の操作蠢とウルトラサイン（緑）が1園点滅しで、ウルトラサインの消のモ^ドび解除をれ点巧モ-ド 
に助りかわります。 . 

•ウルトラサインの消灯モードでは：自動消火と給；'おす吿をアラーム富でおがらせします。 

•消义掩の东 f 本ち S 日中、 t ーブ消义中、タイマー運輯中、5砂点义のたット中、チャイルド□ックのじット ホは' ウルトラサインの;' 
消灯で '-ドの t ット.解除はできません。 

を* ぶ;賠ノ，ッツを-'」 V りントから抜いたとき、棒輩後再通電したときは、ウルトラサインの消なモードは解除されまず。 

























顧機•讓入 fttt 、 消突機^烫…が'十分淆えでか場、 ® 讓爾涯參懸 
纔乙 4'< f と'歲い。 

■ J 6 巧なのが!！、雪巧巧 扉のか齡や巧販あとゆな換は絶巧にしないでくだちレ、 

がク'一技よびをみ用 逆はしりを班れ， I こ紹巧しであバ ‘r .‘ こさ化 
巧 巧したをのは短 巧 だない-ごくだぞい。 



温風吹出口の掃除 


温 110 义出□に巧麓 したほこりなどび焼けたり、白く変をずること力*あ 

ります。 

雜本体や溫®吹出□のちれ は、本化がちえでから、しめらせたやわら 
かい巧でぶ费取って ください。しつこいちれは中性洗割を傻用し、 

十分か6ぶ思しでください。 


• 温風の出□はホーロー化上げでずので強い力を加えない 
ごください.，変おしたり、ホーローがはびれたりするこ 
，’二びおります„ 

























mzi 回が止 


- — I S 曲 . . . 


•燃焼中に本体をゆずり、巧震自動 消'义装置か’作動しで消义するか確認しでください。 
作動ずるとデジタル表示部に 臣 g を表示します。 : 

• 巧驚白動ミ肖义装麗はが巧に分解しないでください， 


含 . 


IL - 


1隊 


留齒輔競 f 描績謂1«ぉ尝盈が篤脚:;脚がレ當盤跨国 をな苗:敬お?巧 V . 1.: 


irir r—— _ i i.iin i, m .. —I—i . 


mf 


オイルフイルタや固定タンクに水やごみが'た 
まると、給;'由タンクに灯■ミをび入っていでち ... 


み\义/ i ブ T / 、 __ 

わザ八レ'みレ' 

i をがリフトし、臭いびする 
点义しでを途中消义する 


給ミ由表/示が'点滅し、遷拉しない 


-國個 

.國 


1•緣聲 JI / フィ JI # 篆馨顚りおす 



? 


ス 


民 

な固. 

1 31 jj 


雜固定タンクからオイ 
ルフイルタを取り出 
しで < ださい。 


2.きれいなな巧で雜ラ 


すイルフイ:ルタ 


オイルフィルタ 


'国定タンク 


私姊イルフ"んジ?づ.も。おすとき、.?お夕じみな簡定夕 
: I 拱かこ落とさ 4' いよ二ぶ巧しでくだを li 、 

::巧:::::.た:：.:’I:' W W ィ 



IT 么ま袋 

きれいな 

灯油 


參オイルフィルタの中のかや 
ごみを取つでからきれいな 
巧;'をで；先つでください。 

雜ごみび取れじくい場含は、 
歯ブラシなどを使うと便利 
です。 


3•ご游や水を纔く 


. ,,户>立»サ拙逆 U •ムいし* 一•勉.甲一山一,' 

•フィルタ 部に が 纖感獅 は、+ かに W 斑如く だ逆し、。： 


繪油ポンン 



雜固定タンク内にたまってい 
るごみや水を市販の給';由ポ 
ンプなどで抜いでくださし、。 


ボ I 」パクツ 


4•タイルフイルタをたツトする 

•オイル フイ ルタをちとどおり松 だ、 ジトしでがだをい。 
• こぼれたなミ由はよくふき取つでください。 


圈定タンク 


煩陽〇 «水洗 L Ij 巧巧にしないでくたさい化で洗ラとななび涯遏 § t なくなりまず 

•オイル3ィルタ及ひ固定タンクの掃除をおこなつでを、？^^恕い ■ 巧かリフトし男いかするを中で 
消义する南さは、お貿い巧めのお売店に修理を依頼しでくな琼い。 


V 




定期点横 


攫麵闘ご懷顧に嫁^蒙薄 t 、 ii 翼の 点樓び 必要です。 

雜2年に1回程廬、 シ^ズン終3をなどにお翼い巧めの販売店又は、修理資格者 [(が）曰本6ミ由燃焼機器保巧協為 （TEL 
03-3499-2928) でおこなラ技術醫理 講留ミ修了畜(百ミ由機器技術管理±)など；!のい る店などじ点検依麵されることを 
おずすめします。 


オイルフイルタ’固定タンクの 


対震自勤消乂装置の点検 


点な•その他 









_ J が障 • 異常®麗嫁媛方と処置方法 


安全装靈び作 M しで圉動消义 し、デジタル表示部に£■表示でおがらせします。 

邏輯ボタンを巧し（蒙示は消えまず)、 化置をしでください。処置をち£■表示 するときは、お翼い求めの販売店にご相談 
/严冷い 

(修理を依賴をれるときは、 f 表示 値をお知らせください。）"^^ " .. .. ..... .. 





水平でま定した 楊所で使用しでください。 
地震によってが動した 場合は、周囲の'可 
燃物、本化の 攪儀、 巧 巧のあふれなど冥 
常びないことを確認した 後、点火操作を 
しでくださし、。 

(巧動をは宜動的にじ ットされます。） 


強い地震や振動、衝撃を受けたとぎ 
本体を傾けたとぎ 


[対露自動消义装置の巧動] 


«部慶の換気をしでから点义操たをしでく 
ださい。 

•エアーフィルタを 掃 おしでから点义 操作 
をしでください。 

«1時簡に1〜2回程度必す換気しで<だ 
さし、。 


部屋の換気不足のとき 

エアーフィルタの目づまりじよる燃焼用 

空気不足のとぎ 


[不完を燃焼防！];装置の巧動] 


* 日常の点検' を入れ (18 ぺータ参照）を 
しでから点义操作をしでぐださい。 

• なおを異常がある場合は、：お費い巧めの 
販売店にご相談ください。 


•通電後、な义操作をしでぐださい。 
• 電源プラグをお認しでください。 


[消し忘れ消火装置のが動] 

















.を 


'と；お}^^ぇ•醉’ 


初めで使巧ずるとき、煙や臭いびでる。 


説 明 

耐熱塗料やほこりび焼けるためです。しばらく窓をあけで換翁をじでぐだ咨 
い。 


固定タンクに灯巧びみたされるまで4…5分位待つで点义操がをしでくだを 
巧めで使巧するときや、シーブンネリめのの使し、。 

用時に1回で屬乂しない。 送油経路の空気だまりなどにより、1回で屬义しないごとがあり康す。ぶ〜 

I 3回点义操ホをくりかえしでください。 


点义時や消义時に白煙や契いか'出る。 


点义時や消'义時のぞみの白煙や契いは異薄ではありません。 


燃焼開始時や消义をに f ビチ■ピチ J 音がする。 I 器具巧化が熱により膨張、収縮するためです。 


おびオレンジ屋(こ輝く。 


使用中にときどき [ ポコ' ポコ j 富びずる。 


下記のよラな場さおがオレンジ毎に輝くことびありまずヴ巽常ではあり註;せ 

' • 海岸におい巧など空気中に塩分が'多い場さ 

• 空気审にほこりやかせが多い爆さ 

•糧富渡鲍湿器畜懂展わでいる爆合— 一 — 

\ 給ミをタンクから固定タンクの方(こなミをび流出ずるときの留で異常ではありま 
I せん。 


使南中 I こときどきじ]卜■コト j 實びする。1電磁ポンプの動いでいる富で異常ではありません。 


使巧みにとぎどき r ジイー j 富びする。 


i 風吹出□び汚れる。 


マイナスイオン発を装置*'’®電しでいる費で巽萬ではありまおん 


r 日常の点検■ま入れ J (17 ぺージ）にしたびい掃除をしでくだぞい。 






次のよラな現象は巧障ではありません。 

雜條理をの頼される前にち5~慶お確かめください。 










眞禽の悪いときは、巧の表を參奪にしで点検-処置をしでください。 

処麗ち法により処置しでを房くならないときは、お質いずめの販売店にご相護ください。 


点义時.消义畴 


燃鱗歸 


















































B 晶交換のしかた 

不齋全«修麗、調靈ほ e 険ですので、部品の交換、調整び必變な爆篡に陽、お H い蒙》の販謂店及な、修覇資權 S 
((財) B 东 S 漉燃焼機11保智協錢でおこなラ巧術醫理溝習含修了害 (5 ミ宙機器技術 e 覇±)®だ〕 ® い覆臟麗店にご相談くだ遂い。 

部®藥讓 B 3 □玄纖证 gPS とご指定 < ださい。 


誦職&貧儒畜ぃ部馬（交換が必要な夢讚） 

f ■糖! Z 滴雜-變您し和讓ぃ部 S f 麵攫 期間の使南により r 圓愛 霞な遞* 綾 翔にぶ 0 

(島—湿义おかで使巧される部品） 消耗•绪化しやずい部湿 劣化し 皆聲い部 S 

•点义プラグ * バーナヘッド •オイルフィルタ •お検巧器(フレ-■ム□ッド） 

•お検巧器(フレームロツド） * バーナヘッドリング •ポンプフィルタ •気化筒 •躍磁ポンプ 


_繰管(腥期闘使 ffl しない場合) 


おしまいになるときは、電源プラグをコン它ントからあき、巧の要領でおま入れしでから保管しでください。 



.灯油獲靈ぎ觀る 

•給油タンクと固定タンク巧のなミ由を抜き取 つてください。 
(18 ページ参照） 


にこぼれたり、にじみが 


2•婦陈をする 

雜オイルフィルタの掃除をする。 （18 ぺージ参照） 

雜エアーフィルタ-温風空気取入□の掃陈をしでくださし、。 

(* 17 ぺ——ぐ)'參 8 遵) 

掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

•溫風吹お □ • 本体の掃除をしでください。 （17 ページ参照） 
しめらせた巧で;'ちれを落としでから、からぶきしでください。 










邏仕様 


^型 茹，か 聘> ' 7_、ミ,. 

jl ' fS '； 蠢 を常潑 驚 J 難み ;'.立 

Ij 齋.。聲譜强 i が奮繁；缪 
|- ffi 蠢 ^‘ fflif を 

&始が;'がみぶ:；，お.;-'識も f ぉ養^ぶホも'厂 

が* W 'も質运 - r :';—' 

i 照：房：—出、-^ J_l： 

!强1 ' '.- 貴（正厨）； 

I、かみ.，济麗が矯總藝な/.;:.’ホ.み.： .. ：ん寮邹_ 

L -: 曲'..夕: ''' ■ン •';; ク‘’容-'置', 
が’’ 鹿 継‘ _p :時、間— 

恩..-華’ 適.室1 
i が， お-寸 法-! 


非.ぉ、•寸 
与:: 鑛雜 義纖戀蠢 

帯 源題をぶ、 ぴ' 聞波 

お格消顏 m 
喪流 ヒ ふ — 

Slillllliili 麵 


翻顏編3鬟 Ifc 


0334 L/h _ 

0.064 L/h 

3.20 kW (2,750 kcal / h ) 

" 0.62 kW _ (530 kcai / h ) 

~ 34 dB (羅大燃焼跨） 

20 dB (最ル驟焼轉 ）… 

2_ L .良轉間(最大燃饒騎） 

木 農13が货璧)まで 
コンク! J — 卜_ 18の2(11 懸)まで 

轟さ 426牌！ 幅 442雜 襲巧 334吊巧 
('麵台を謹む） 

11.0 kg 


点义時最大 650/650 W 
燃焼時 21/21 W 


.. FHHX 432 BY - - ‘ 

請化す-強觸疆氯お‘ 強簡対流お 
脅圧嚴電点火 
巧油 ( JIS 1 着な巧） 

_ 0.449しか 

~ 0.085 L/h 

4.30 kW (3,700 keal / h ) 

- 0.81 kW (70 Qkca !/ h ) 

37 dB (蠢大總焼時） 

22gB (B ル燃焼時） 

7.2 し 

__ (蠢大燃 焼時) 

木 造18が(11麗)まで 
] ンクリ-卜 25 rrf (15® まで 


ffl - iX 632 BY 


0レ;53け1_ 

0,091しか 

5 30kW (4, 化 Ok 〔し ii/h; 

0 87kW (巧〇卜しり l/h) _ _ 

39dB 儒’大’槪酷お j 
23她（窮か概锐お J 

13時間 i 叢大燃:慎 B が 
木 造 23m‘（14r;M ホ(： 
コンつリート31 5 m'0 がず‘‘)ホで 


S さ 426麵 幅 504腳 麵巧 334剛 
( S 台を當む） 

— _ に. Ok 。 

50/60 HZ 


'650 W 点义畴最大 650/650 W I 点义お 

!に 1 W 燃焼時 24/24 W I 燃煩 

醫おヒユーズ 10 A 

夕す震白動消乂装置遞熱防止装置点义安全装慶燃焼制御装麵 
惇葉安全装農不完を燃焼 P 启止装醒駕し觀れ溝乂髓麗 


点义時最大 650/650 W 
燃焼時 26/26 W 


麵アフターヴ 



保誕について 


... 如;；-ミが■でがみ e : こべ电'こ魚;ぶ Wisrir ; 庶没が-が-曲-井-ぶ昭 KK 苗お品-占ミみぶ:顾おこ:こ-;.、兄み---‘；:で….^^ - 


•このコロナ百ミ由ファンヒーターには保証書がついでいます。 

「お賢いあげ日■販売店各」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大切に保鹽しでくだるし、。 
雜保疆期間はお賢いあげいただいた曰から1年間です。 

•巧のような原因による故障および擊巧につきましでは、保証の巧象になりませんので';主意しでください。 

■変質巧';由や不純な油など、またなミ由な外の燃料使用による故障や事故。 

麵誤った使巧方法による故障や事故。 


修理を依頼されるとき 

M か^化档册 C 南巧が巧が錫なが! M 脚当怖を巧も 1巧筑ぶ筑师現®?^みお夏棚か进^讯な吾が苗^«黄が否 


M か^ん档册 C 南巧が巧が;!^が! M 脚效却を御が:;¢1 が筑师現吾が^みぷ夏棚か弗お著が苗黄がをだ贿な 

雜本書のけ夕障■費萬の見分け方と処麗方法 j (19‘20ぺージ参照）の頂にがつで調べでち良くならないとぎは、電源プ 
ラグを抜いでお翼いホめの販売店又は、おおくのコ□ナお客様ご相該窓□にご連絡ください。 

雜保証期間中であれば保証書の規定に従って無料修理させでいただぎます。 


■保証期間か‘過ぎでいるとぎは 

■お麗む求めの販売店にご相談く た:' ん 梅巧に よつ で便用できる巧品に-1 
麵補修巧性能^の巧育期間 

毫々哲池ファツ^®—の潮修 f 。 、細®贿护 •，巧巧するた めじか 受 な写 ！ Ui , 別 




重商送辟 
ぼれ^る 


辟 や 禪搬脖じ:給巧 タンク-固定タンク巧に巧‘;由が残ったままですと、傾きや振動で 巧涵た C 
ることびありますので、必す巧き取ってください。 































